	会　議　録

	会議名
	令和２年度　小国郷医療福祉あんしんネットワーク全体会(１０月)

	開催日時
	令和2年10月28日(水)	1９:０0～20:00
	開催場所
	おぐに町民センター
南小国町自然休養村管理センター
その他参加者


	記録者
	小国町地域包括支援センター　矢羽田

	議題
	1.
	自己紹介

	
	2.
	令和２年度の事業の進捗状況について報告

	
	3.
	ITCを活用した住民フォーラムの開催について

	
	４.
	その他

	出 席 者
	あんしんネットワークチーム員



	Ｎo
	議　　題
	内　　　　　容

	1
	自己紹介
	●参加者の皆さんの自己紹介

	2
	令和２年度の事業の進捗状況について報告
	●ひとよこいチーム（悠清苑：堀川さん）
・ひとよこいの代表が秋吉さんから堀川さんになった。
・10月8日（木）１３：００～カフェを再開する。（月１回）
　来客者はTEL予約制（悠清苑へTEL）で、検温とマスクの着用を
　徹底した。
　今回の講話は「コロナについての話」おぐちゃん、みなみチャンネル　
　にも来てもらい、後日流してもらう。
　今回から運営マニュアルを活用して運営を行った。
・来月からはガス暖房を入れる予定である。
・課題として、寒くなると密閉になるので空気洗浄機（２万～４万円）　　
　やサーキュレーター等の使用することも考えたが、お金がかかることなどで換気扇を活用する。
　雨漏りで屋根と畳の修理が必要である。このことについては総務チームと話をしながら、修理をするのかどうかを決める必要がある。

●出前講座チーム（甲斐田先生）
・１１月までの出前講座のスケジュールは９月に掲載済み。１１月中に令和３年１月までのスケジュールを掲載予定。
　次回からのスケジュールに内容が入れられるタグをつけておくので、
　内容も入力してほしい。
・コロナのこともあるため出前講座は希望するところに開催していく予定である。
・１１月１２日（木）のひとよこいで「口腔とコロナ対策」、誤嚥性肺炎の話も織り交ぜて話す予定である。

●予防チーム（公立病院：松田先生）
・予防事業の相談窓口等のパンフレットを作成する予定。各事業所あてにアンケート作成しているところ。チームで検討し配布する。
・健診データの共有については、くまもとメディカルネットワークの中で健診データの取り込みの予定があるので、独自ではなくくまもとメディカルの動向をみながら動いていく。

●美鳥チーム（糸：安川さん）
・9月28日にチーム員が集まり今年度の計画の見直しを行った。
　エンディングノートをどれぐらいの人が持っているのか、追跡調査を行っていないため確認ができない。
・今年度は、エンディングノートの配布方法やエンディングノートの普及活動。
　書き方の説明も会話形式でできるように、項目に沿って役割分担を行い、わかりやすいものにしていく。
　エンディングノートの書き方の動画を取り（1月or2月）DVDにして配布する。

●在宅医療サポートチーム（公立病院：片岡先生）
・前回から特に会議は行っていない。来月すすめていきたい。
・サポートセンターが立ち上がってからは、9名の看取りを行った。（今月も1名の看取りを行った。）

●広報チーム（公立病院：片岡先生）
・デジタル化推進チームとしても動いている所である。
　ZOOMセットを1セット購入（８０.,０００円程度）以前より画像度　
　は低いが、ZOOMでは十分使用できる。
　南小国町の分も購入予定。
・各チームでZOOM会議ができるようにシステムを作った。
　QRコードを読み込みZOOMで会議ができるようにした。QRコードをメーリングリストで明日か明後日には送りたい。

●総務チーム（小国町社会福祉協議会：佐藤事務局長）
・来年度の予算については、両町と話をしているところである。
・あんしんネットワークで人を雇いたいと考えている。（パート）デジタル化や法人化向け作業に詳しい人。オグシスの入力もしてもらえればと考えている。
・今、あんしんネットワークは任意団体だが、将来的には法人化を考えている。具体化していないが、12月ごろをめどに方向性を決めていきたい。
[bookmark: _GoBack]・ひとよこいの雨漏りの件で、公立病院の坂本院長と話して、屋根については、豪雨の時は漏るが普通の雨では漏らないため現在は特に大規模な修理をする必要はないということになった。畳については、ひとよこいチームと相談しながらやっていこうと思う。

●情報共有チーム（公立病院：佐藤直さん）
・オグシスの運用の向け、2月から登録、同意書の回収作業を行っている。現在は、KMN400名、オグシス14９名、12事業所が登録している。利用者の登録は進んでいるが、事業所の登録が進んでいない。
・11月の全体会でオグシスを使ったモデル事例で説明ができればと考えている。
・10月から片岡先生の担当の患者さんと小国調剤薬局の患者さんで情報共有を行っている。
　電子カルテをコピーして共有者で情報をみることができる。情報を共有することで薬局のカルテもみることができる。これに、ケアマネ、施設、包括からの情報が入れば使いやすい。（片岡先生）

　薬を代理で取りに来るケースや本人が来れないケースや本人が先生からの話がうまく薬剤師に伝わらないこともある。施設や事業所も含めてやり取りすることで対応するのにしやすくなる。
　ケア情報誌シートの隙間をうめる良いシステムにしたいと思う。（玉飼さん）
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	ITCを活用した住民フォーラムの開催について
	・住民フォーラムについて
今までは大きな会場に集まって実施していたが今年は難しい。
ITCを使用したフォーラムにするには、どのような内容でどんな方法
で実施するかは世話人会で検討予定。来月また進捗状況を報告する。
若い人たちも来てもらえるような地域づくりを含めたものにできれ
ばと思う。

	４
	その他
	・法人化するというのは決定？どんな形を考えている？
　NPO法人を考えている。定款を作れば可能なので。
　理事のこと、人、手間、税金もかかってくる。こういうことも含
めて人を雇いたい。しっかりした基礎を作りたいと考えている。
作業については来年度を考えている。



